
 

 

 

 

 

 

 

カーボンニュートラルへ向けた当行の取組みについて 

 

東邦銀行（頭取 佐藤稔）は、“ふくしま”のカーボンニュートラル実現に向けて、環境に配慮した

脱炭素経営に取組んでおります。 

今般、当行のＣＯ２排出量の削減目標について見直しを行い、新たに「２０４０年度カーボンニュー

トラル」(２０４０年度までにＣＯ２排出量を実質ゼロにする)を設定しましたのでお知らせいたします。 

近年、世界各国で異常気象による自然災害が発生し、気候変動への対応の重要性が高まっております。

当行グループは、これからも気候変動を含む地域社会の課題解決と持続的成長に向けて、サステナブル

経営を推し進めてまいります。 

記 

１．ＣＯ２排出量削減目標の変更 

（１）変更内容 

    ＣＯ２排出量の削減目標（注１）について、カーボンニュートラルの目標を設定するとともに、

２０３０年度の目標についても見直しを行いました。 

  

２０３０年度 ２０４０年度

変更前 ２０１３年度対比△５０％

変更後 ２０１３年度対比△６０％
　　　カーボンニュートラル

　（２０４０年度までに実質ゼロとする）
 

（注１）削減目標の対象は、Ｓｃｏｐｅ１（自社の燃料の使用）とＳｃｏｐｅ２（電気・熱の使用）。 
 

（２）目標の考え方 

Ａ．地球温暖化がより一層加速している状況において、新たに「２０４０年度にカーボンニュートラ

ルを実現する」（注２）という目標を設定するとともに、２０３０年度のＣＯ２排出量削減目標

についても５０％から６０％に引上げました。 

Ｂ．２０４０年度のカーボンニュートラル実現に向けて、幅広く脱炭素対策（建物建築におけるＺＥ

Ｂ採用、空調・照明・車両設備等更新、再エネ導入等）に取組んでいきます。 

Ｃ．また、Ｓｃｏｐｅ３（注３）への取組みとして、２０４０年度から２０５０年度までの１０年間

は、お取引先の脱炭素化ご支援を含むＳｃｏｐｅ３全体の総仕上げに取組む期間と位置づけます。 

（注２）国・福島県におけるカーボンニュートラルの実現時期の目標は２０５０年。 

（注３）Ｓｃｏｐｅ３は、Ｓｃｏｐｅ１・２以外の事業者活動に関連する他社の排出。 
 

（３）実施日 

   ２０２３年１１月１０日 

 

 

２０２３年１１月１０日 
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２．ＧＸ（注４）に関する取組み 

   別紙の通り、地域の脱炭素化、“ふくしま”の持続的発展に向けて、「とうほうグループの取組み」

と「お客さまの取組み支援」を展開してまいります。 

（注４）グリーントランスフォーメーション（Green Transformation）の略称。２０５０年カーボン

ニュートラルや２０３０年の国としての温室効果ガス排出量削減目標の達成に向けた取組みを経

済成長の機会と捉え、排出量削減と産業競争力の向上の実現に向けた、経済社会システム全体の変

革。（経済産業省） 

 

３．関係機関との連携による取組み 

当行は、地域のカーボンニュートラル実現に向けて、国、福島県等関係機関との連携による取組

みも引き続き推進してまいります。 

（主な連携内容） 

連携機関 連携内容 概要 

福島県 ゼロカーボン宣言事業 ・事業所、学校等が実践する地球温暖化対策の取組

みを１０項目の中から選択、宣言する事業。 

（当行は本年７月に本部各部、全営業店で参加） 

環境省 ポートフォリオカーボン分析 

支援事業 

・ＣＯ２排出量算定・分析等を通じた金融機関によ

るお取引先の脱炭素取組み支援の促進を図ること

を目的とした事業。 

・本事業への参画を通じて、お客さまのＣＯ２排出

量の把握・算定・削減支援のために必要な知見を

習得し、お客さまの脱炭素化をサポート。 

（当行は本年本事業に採択、７月よりスタート） 

経済産業省 ＧＸリーグ ・ＧＸに積極的に取組む企業が、官・学・金でＧＸ

に向けた挑戦を行うプレイヤーとともに、一体と

して経済社会システム全体の変革のための議論と

新たな市場の創造のための実践を行う場として設

立された組織。 

（当行は本年５月、本事業趣旨に賛同・参加） 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して 

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 

2



地域社会に貢献する会社へ

～金融サービスの枠を超えて～

Confidential Copyright @  

GXの取組み

とうほうグループの取組み

■2030年度のCO2排出量削減目標50％から更な

るCO2排出量削減に向け、2040年度のカーボン

ニュートラルを新たな目標として設定

ＺＥＢ・省エネ
店舗設置

空調設備
高効率化

照明設備
ＬＥＤ化

環境配慮車
導入

再エネ電力
利用拡大

勉強会開催
補助金申請

太陽光
発電設備導入

環境配慮型
車両導入

ＬＥＤ照明
設備導入

ＣＯ２排出量
算定・目標設定
削減実行

お客さまの取組み支援

2040年度カーボンニュートラルに向けて

脱炭素コンサルティング 環境分野サステナブルファイナンスの取組み強化

地域の脱炭素化、”ふくしま“の持続的発展に貢献

（ｔ）

地域の脱炭素化
に向けた取組みを
牽引し、“ふくしま”
の持続的な発展
に貢献

２０４０年度
とうほうグループ

カーボンニュートラル

２０５０年度
“ふくしま”の持続的

な発展

福島県全体の
カーボンニュートラル

■お客さまの脱炭素に向けた取組みを金融面から積極的にサポート

Scope2

Scope1

削減率

（億円）

12,097

9,335 9,071
8,040 7,879

新たな目標

２０４０年度
カーボンニュートラル
（CO2排出量実質ゼロ）

別紙
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地域社会に貢献する会社へ

～金融サービスの枠を超えて～

Confidential Copyright @  

2019年2月
「とうほうSDGs宣言」制定
2019年3月
SDGs/ESG推進委員会設置
2019年5月
「ESGへの取組み方針」制定
2020年7月
統合報告書発刊

態勢

2023年3月
サステナビリティ推進委員会設置

（SDGs/ESG推進委員会の
名称変更）

2023年3月
サステナビリティ戦略推進課設置

社会社会

2011年12月
「21世紀金融行動原則」署名
2015年4月
地銀人材バンク
2016年6月
寄付型私募債の取扱い
2020年10月
お客さま応援運動「とうほうマルシェ」

2021年10月
子ども食堂支援
（TOHOキッズcafeキャラバン）
2021年11月
「お客さま魅力PR」動画制作
2021年12月
「とうほうSDGsサポートサービス」
2022年3月
「ESG/SDGs関連ローン」

2022年4月
TSUBASAダイバーシティ
＆インクルージョン宣言制定

2022年8月
TSUBASAクロスメンター制度創設

環境

2020年2月
TCFD提言への賛同表明
2020年3月
CO2排出量目標開示
2020年5月
特定セクターのクレジットポリシー公表

2021年10月
サステナブル・ファイナンス目標設定

2023年5月
経済産業省「GXリーグ」へ参加
2023年7月
環境省「ポートフォリオ・カーボン分析
支援事業」へ参加
2023年7月
福島県「ゼロカーボン宣言」事業へ参加
2023年11月
CO2排出量目標再設定

（2040年度カーボンニュートラル）

ガバ
ナンス

2018年6月
監査等委員会設置会社移行

2019年6月
独立社外取締役比率1/3に引上げ

2022年6月
独立社外取締役会議設置
独立社外取締役比率1/2に引上げ
筆頭独立社外取締役の選定

2023年6月
譲渡制限付き株式報酬制度導入

～2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

サステナビリティに関するこれまでの取組み

2019年2月
「とうほうSDGs宣言」制定
2019年3月
SDGs/ESG推進委員会設置
2019年5月
「ESGへの取組み方針」制定
2020年7月
統合報告書発刊

(ご参考)
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